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さ
を
ロ
ー
プ
で
輪
を
作
り
比
べ
て
見
る
工
夫
が

さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
終
始
笑
顔
の
中
に
も
真
剣

な
ま
な
ざ
し
を
注
い
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
生
徒
た
ち
は
三
班
に
分
か
れ
て
、
案

内
標
識
の
設
置
や
、
説
明
板
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
途
中
、
滝
や
大
ヒ
ノ
キ
に
出
会
い
、
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
小
坂
町
森
林
組
合
の
住
組
合

長
か
ら
「
今
年
は
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の

年
、
小
坂
の
森
を
神
宮
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
立

派
な
木
に
育
て
ま
し
ょ
う
。」
と
の
締
め
く
く

り
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

後
日
生
徒
か
ら
、
当
署
に
「
森
林
の
良
さ
、

小
坂
の
自
然
の
良
さ
を
少
し
で
も
広
め
、
木
を

使
っ
て
、
買
っ
て
、
値
段
を
上
げ
、
山
の
手
入

れ
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
の
感
想
が
よ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
小
坂
町

内
で
も
話
題
に
な
り
、「
地
域
が
ま
と
ま
れ
ば

で
き
る
も
の
で
す
ね
。」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
九
つ
の
組
織
・
団
体
が
参
加

し
、
協
働
す
る
こ
と
の
意
義
を
深
め
る
イ
ベ
ン

ト
に
も
な
り
ま
し
た
。

 

［
富
山
署
］
六
月
二
十
五
日
（
火
）
に
立
山
町

美
女
平
（
ブ
ナ
坂
国
有
林
）
に
お
い
て
、
地
元

の
立
山
小
学
校
六
年
生
二
十
五
名
に
よ
り
、
美

女
平
風
致
探
勝
林
内
の
歩
道
整
備
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
が
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に
お
け
る
遊
歩
道
整
備
な

ど
の
作
業
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
故
郷
の
す 天保の大ヒノキの太さを体感する生徒

ば
ら
し
さ
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
森
林
の

多
面
的
な
機
能
や
自
然
環
境
の
保
護
と
利
用
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　

実
施
し
た
場
所
は
、
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
（
天
空
ロ
ー
ド
）
の
標
高
約
一
千
メ
ー

ト
ル
の
レ
ク
森
内
の
遊
歩
道
で
、
歩
道
を
流
れ

る
表
流
水
等
に
よ
り
立
山
ス
ギ
の
根
系
部
が
洗

堀
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
、
地
元
産
の
間
伐
材
の

端
材
を
チ
ッ
プ
に
し
た
も
の
を
生
徒
が
運
搬

し
、
敷
設
し
ま
し
た
。

　

チ
ッ
プ
敷
設
後
は
、
美
女
平
風
致
探
勝
林
内

に
お
い
て
、
樹
齢
数
百
年
以
上
と
言
わ
れ
て
い

る
立
山
ス
ギ
や
ブ
ナ
の
森
の
観
察
会
と
、
森
林

の
諸
機
能
に
つ
い
て
の
森
林
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
レ
ク
森
に
お
い
て
は
立
山
地
区
国

有
林
野
保
護
管
理
協
議
会
（
立
山
地
区
の
山
小

屋
、
関
連
企
業
等
で
構
成
）
も
チ
ッ
プ
敷
設
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
六
月
二
十
八
日
、
中
津
川
市
立
付

知
南
小
学
校
三
年
生
の
森
林
教
室
及
び
七
月
二

日
に
は
、
付
知
中
学
校
一
年
生
の
森
林
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

付
知
南
小
学
校
三
年
生
は
今
年
度
「
付
知
町

の
じ
ま
ん
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
総
合
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
付
知
町
地
域
は
ヒ

ノ
キ
が
有
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た

よ
う
で
、
今
回
隣
接
し
て
い
る
当
署
へ
付
知
町

の
森
林
・
林
業
、
ヒ
ノ
キ
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
学
習
が
し
た
い
と
依
頼
が
あ
り
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

三
、四
時
限
目
を
使
い
当
署
会
議
室
に
お
い

て
鈴
木
森
林
整
備
官
（
森
林
ふ
れ
あ
い
担
当
）

か
ら
森
林
の
役
割
、
付
知
町
の
森
林
・
林
業
、

ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒

森林教室で説明を受ける生徒

美
女
平
で
小
学
生
に
よ
る

�

レ
ク
森
の
整
備

チップ敷をがんばる生徒

新
た
に
二
校
で
森
林
教
室
を
実
施

歩道整備をがんばった生徒たち
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か
ら
は
、「
ヒ
ノ
キ
の
種
を
初
め
て
見
た
」「
近

く
の
森
に
こ
ん
な
に
大
き
い
ヒ
ノ
キ
が
あ
る
な

ん
て
す
ご
い
」
な
ど
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

付
知
中
学
校
で
は
、
地
域
の
協
力
の
も
と
に

育
林
作
業
や
木
工
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、
今

回
地
域
の
森
林
や
林
業
に
、
よ
り
興
味
を
持
た

せ
た
い
と
の
要
請
が
あ
り
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

一
学
年
の
二
ク
ラ
ス
で
一
時
限
ず
つ
に
分
け

枝
澤
署
長
よ
り
日
本
と
世
界
の
森
林
の
現
状
、

地
域
と
森
林
の
様
々
な
結
び
つ
き
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
枝
澤
署
長
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
ケ

ニ
ア
共
和
国
の
森
林
事
情
や
植
林
協
力
の
様
子

な
ど
に
つ
い
て
日
本
と
の
違
い
を
写
真
を
用
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
生
徒
た
ち
は
普

段
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
海
外
の
話
に
非
常
に

興
味
を
持
っ
た
様
子
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
こ
れ
ま
で
も
付
知
町
内
に
あ
る
二

つ
の
小
学
校
の
五
年
生
を
対
象
に
森
林
教
室
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
中
学
校
生
の
職
場
見

学
・
体
験
の
受
け
入
れ
を
す
る
な
ど
地
元
小
中

学
生
と
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
新
た
な
教
室
を

実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
今
後
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
に
一
層
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

  ［
森
林
技
術
･
支
援
セ
ン
タ
ー
］

　

平
成
二
十
五
年
度
第
一
回
目
の
林
業
専
用
道

技
術
者
研
修
が
七
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の
三

日
間
、
下
呂
温
泉
旅
館
会
館
及
び
飛
騨
署
管
内

の
鈍
引
沢
（
ど
ん
び
き
ざ
わ
）
国
有
林
内
の
既

設
林
業
専
用
道
等
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
中
部
地
方
の
六
県
か
ら
県
、
市
町
村
、
森

林
組
合
、
国
有
林
の
職
員
な
ど
二
十
名
の
方
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

森
林
･
林
業
の
再
生
に
向
け
た
低
コ
ス
ト
森

林
施
業
の
実
現
の
た
め
に
は
、
森
林
へ
の
ア
ク

セ
ス
性
、
耐
久
性
、
経
済
性
に
優
れ
た
林
業
専

用
道
の
開
設
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
に
森
林
作
業
道
を
効
果
的
に
配
置
す

る
こ
と
で
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
り
低
コ
ス

ト
で
木
材
を
搬
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

地
域
振
興
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
林
業
専
用
道
の
開
設
等
を

担
う
技
術
者
育
成
の
た
め
研
修
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
林
業
専
用
道
規
格

の
路
線
延
長
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
の
研
修
は
七
月
か
ら
十
月
の
間
に
四
回

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

  ［
飛
騨
署
町
方
森
林
事
務
所
］

 

鈴
木
良
和
　
森
林
官

　

町
方
森
林
事
務
所
は
岐
阜
県
高
山
市
の
東
に

位
置
す
る
丹
生
川
町
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

丹
生
川
町
は
東
西
三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

南
北
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
農
山
村
地

域
で
、
東
西
へ
と
流
れ
る
神
通
川
水
系
（
小
八

賀
川
と
荒
城
川
）
に
よ
っ
て
中
央
部
か
ら
二
分

さ
れ
、
西
部
は
高
山
盆
地
の
一
部
を
成
し
、
東

部
は
日
本
の
屋
根
と
も
い
え
る
北
ア
ル
プ
ス
に

続
く
山
岳
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
が
管
轄
す
る
国
有
林
は
、
金
山
・

折
敷
地
・
デ
ン
ガ
ク
・
乗
鞍
の
四
国
有
林
、

付知小学校の森林教室

低
コ
ス
ト
森
林
施
業
を
実
現
す
る
た
め

林
業
専
用
道
技
術
者
育
成
の
研
修
を
実
施 付知中学校の森林教室

中島下呂副市長の挨拶

現地研修

シ
リ
ー
ズ
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約
四
千
七
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
丹

生
川
町
の
森
林
の
内
、
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

赴
任
し
た
四
月
に
は
ま
だ
林
道
が
雪
で
覆
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
山
も
雪
解
け
し
、

山
見
の
し
や
す
い
気
候
と
な
り
ま
し
た
。

　

請
負
事
業
も
動
き
始
め
、
今
年
は
第
五
次
計

画
の
予
備
編
成
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在

は
次
期
計
画
に
向
け
た
林
況
の
確
認
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
場
職
員
の
協
力
を
得
な

が
ら
計
画
的
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

当
森
林
事
務
所
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
っ
て
い

る
乗
鞍
国
有
林
で
は
、
五
月
十
五
日
に
「
乗
鞍

岳
の
山
開
き
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

乗
鞍
岳
は
中
部
山
岳
国
立
公
園
の
最
南
端
に

位
置
し
て
お
り
、
一
万
年
か
ら
七
千
年
前
の
火

山
活
動
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
二
十
三
も
の
峰
々

が
緩
や
か
な
曲
線
を
描
き
、
そ
の
頂
上
で
は
標

高
三
千
二
十
六
メ
ー
ト
ル
の
剣
ヶ
峰
が
雄
大
な

姿
を
讃
え
て
い
ま
す
。

　

高
山
市
か
ら
遠
望
す
る
と
、
稜
線
が
馬
の
背

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
乗
鞍
の
名
が
つ
い
た
と

言
わ
れ
、
そ
の
背
に
沿
っ
て
岐
阜
県
側
を
平
湯

峠
か
ら
畳
平
（
標
高
二
千
七
百
七
メ
ー
ト
ル
）

ま
で
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
通
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
マ
イ
カ
ー
規
制
が
さ
れ
て
お
り
、
一

般
車
で
の
通
行
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
乗

鞍
岳
は
飛
騨
地
域
に
お
け
る
重
要
な
観
光
資
源

の
一
つ
で
あ
り
、
一
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
客
数
は

推
計
約
二
十
万
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

標
高
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
山
地

帯
は
ハ
イ
マ
ツ
や
コ
マ
ク
サ
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ

ゲ
を
は
じ
め
と
し
た
高
山
性
植
物
の
宝
庫
で
あ

り
、
特
別
天
然
記
念
物
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
や
オ
コ

ジ
ョ
が
生
息
す
る
な
ど
、
貴
重
な
自
然
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
貴
重
な
動
植
物
の

保
護
や
観
光
客
の
安
全
は
、
県
や
市
職
員
な
ど

の
関
係
機
関
や
、
当
署
の
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
「
Ｇ
Ｓ
Ｓ
」（
臨
時
雇
用
に
よ
る
森
林

パ
ト
ロ
ー
ル
員
）
の
連
携
に
よ
る
自
然
保
護
活

動
等
に
よ
り
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
「
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通

四
十
周
年
記
念
」
の
年
で
も
あ
り
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
客
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
安
全
に
配
慮

し
た
巡
視
、
自
然
保
護
活
動
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

当
森
林
事
務
所
管
内
で
は
、
乗
鞍
岳
、
五

色
ヶ
原
な
ど
の
貴
重
な
地
元
の
観
光
資
源
と

な
っ
て
い
る
森
林
か
ら
、
森
林
整
備
な
ど
に
よ

り
森
林
の
公
益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
森
林
ま

で
、
多
岐
に
わ
た
る
森
林
の
管
理
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
森
林
機
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
地
道
な
が
ら
も
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

六
月
三
十
日
付

▽
退
職
（
東
濃
森
林
管
理
署
署
付
）

�

早
川　

由
香

林
野
庁
人
事
（
抄
）

 

七
月
二
日
付

▽
中
部
森
林
管
理
局
総
務
企
画
部
長

�

高
信　

好
彦

▽
林
野
庁
国
有
林
野
部
管
理
課
管
理
官

�

（
人
事
管
理
担
当
）

�

木
村　

大
助

◎
夏
休
み
子
供
ふ
れ
あ
い
デ
ー

　

７
月
31
日　

中
部
局

◎
森
林
モ
ニ
タ
ー
現
地
視
察

　

８
月
１
日　

飛
騨
署
管
内

◎
関
東
中
部
地
区
治
山
林
道
研
究
発
表
会

　

８
月
28
日　

岐
阜
市

打合せの様子（中央が森林官）

乗鞍岳

ＧＳＳと乗鞍で（右が森林官）

人
の
う

ご
き
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ご当地

自慢
長野県伊那市編

南信森林管理署

3

で
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
小
ぶ
り
で
赤
み
の
あ

る
花
を
咲
か
せ
、
開
花
時
に
は
公
園
一
帯
が
淡

い
ピ
ン
ク
に
染
ま
り
「
天
下
第
一
の
桜
」
に
ふ

さ
わ
し
い
光
景
で
す
。
ま
た
、
夜
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜
の
幻
想
的
な
美
し
さ
も
忘
れ

難
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

伊
那
市
内
に
は
「
高
遠
城
址
公
園
」
の
ほ
か

に
「
三
峰
川
桜
堤
防
」、「
春
日
公
園
」、「
花
の

丘
公
園
」、「
勝
間
の
し
だ
れ
桜
」
な
ど
桜
の
名

所
が
あ
り
ま
す
。

　
◆
信
州
そ
ば
発
祥
の
地
　【
伊
那
市
】

　

奈
良
時
代
の
初
め
、
修
験
道
の
開
祖
「
役
小

角
」
は
荒
行
の
聖
地
で
あ
る
駒
ヶ
岳
を
目
指
し

ま
し
た
。
途
中
、
伊
那
の
内
の
萱
で
村
人
た
ち

に
温
か
く
も
て
な
さ
れ
た
役
小
角
は
、
お
礼
と

し
て
厳
し
い
気
候
条
件
で
も
栽
培
で
き
、
栄
養

価
の
高
い
「
そ
ば
の
実
」
を
村
人
た
ち
に
贈
り

ま
し
た
。
村
人
た
ち
は
、
こ
の
そ
ば
を
大
切
に

育
て
、
や
が
て
信
州
全
体
に
広
が
り
、
以
来
、

内
の
萱
は
信
州
そ
ば
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
今

で
も
毎
年
十
月
に
は
「
行
者
そ
ば
祭
り
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
行
者
そ
ば
は
、
地
粉
で

打
っ
た
手
打
ち
そ
ば
を
、
大
根
お
ろ
し
の
汁
に

焼
き
味
噌
を
溶
き
入
れ
た
「
辛
つ
ゆ
」
で
食
べ

る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

役
小
角
の
時
代
か
ら
九
百
年
の
時
を
経
た
江

戸
時
代
の
初
め
、
高
遠
藩
主
の
保
科
正
之
は
辛

味
大
根
と
焼
き
味
噌
で
食
べ
る
蕎
麦
切
り
を
高

遠
藩
の
お
も
て
な
し
料
理
と
し
、
将
軍
に
も
献

上
し
て
い
ま
し
た
。
殿
様
も
庶
民
も
愛
で
た

「
高
遠
そ
ば
」
は
、
後
に
会
津
藩
の
「
藩
祖
」

と
な
っ
た
保
科
正
之
に
よ
っ
て
、
福
島
県
各
地

に
「
高
遠
蕎
麦
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
日
本
の

名
蕎
麦
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
遠
城
址
で
十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
秋
祭
り

で
は
、
復
活
し
た
辛
味
大
根
と
と
も
に
新
そ
ば

が
味
わ
え
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
点
在
す
る
そ

ば
処
で
は
、
い
つ
で
も
地
粉
で
打
っ
た
そ
ば
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆�

癒
し
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
【
ゼ
ロ
磁
場
　
分

杭
峠
（
ぶ
ん
ぐ
い
と
う
げ
）
】

　

日
本
最
大
の
断
層
「
中
央
構
造
線
」
が
縦
貫

す
る
分
杭
峠
は
、
ゼ
ロ
磁
場
と
し
て
も
近
年
有

名
と
な
り
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ロ
磁
場
と
は
、
中
国
の
気
功
師
、
張
志
祥

氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
場
所
で
、「
人
が
幸
せ

に
な
れ
る
場
所
」
と
も
い
わ
れ
、
心
身
の
癒
し

を
求
め
訪
れ
る
方
が
多
く
、
ガ
ン
、
腰
痛
、
膝

痛
、
肩
こ
り
、
頭
痛
や
生
活
習
慣
病
な
ど
の
治

癒
効
果
（
個
人
の
意
見
と
し
て
）
が
あ
る
と
評

判
と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
在
地

　
（
高
遠
城
址
公
園
）�

長
野
県
伊
那
市
高
遠
町

　
（
分
杭
峠
）
長
野
県
伊
那
市
長
谷

ア
ク
セ
ス

　
（
高
遠
城
址
公
園
）

　
［
公
共
交
通
機
関
］

　
　

�

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
伊
那
市
駅
下
車
、
バ
ス
高
遠

駅　

約
二
五
分
、
徒
歩
約
一
五
分

　
［
自
家
用
車
］

　
　

中
央
自
動
車
道
伊
那
Ｉ
Ｃ
よ
り
約
三
十
分

　
（
分
杭
峠
）

　
［
公
共
交
通
機
関
］

���　

�

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
伊
那
市
駅
下
車
、
バ
ス
高
遠

駅　

約
二
五
分
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
約
十
五

分

　
［
自
家
用
車
］

　
　

中
央
自
動
車
道
伊
那
Ｉ
Ｃ
よ
り

　
　

約
四
十
分
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
約
十
五
分

　

写
真
提
供
：
伊
那
市
観
光
協
会

◆
天
下
第
一
の
桜
　【
高
遠
城
址
公
園
】

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）、
廃
藩
置
県
と

な
り
翌
五
年
、
高
遠
城
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
城
址
は
公
園
と
な
り
ま
し
た
が
、

管
理
す
る
者
も
な
く
荒
れ
る
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
見
か
ね
た
旧
藩
士
た
ち
が
、
明
治
八

年
に
、
馬
場
の
桜
を
城
跡
に
移
植
し
た
の
が
、

現
在
の
桜
の
名
所
「
高
遠
城
址
公
園
」
の
始
ま

り
で
す
。

　

か
つ
て
馬
の
姿
が
沢
山
の
桜
の
花
に
隠
れ
た

と
い
う
高
遠
藩
の
桜
の
馬
場
。
そ
の
在
り
し
日

の
姿
を
再
現
す
る
か
の
よ
う
に
、
約
千
五
百
本

以
上
の
桜
が
見
ら
れ
、
古
く
か
ら
「
天
下
第
一

の
桜
」
と
称
さ
れ
て
全
国
的
に
有
名
で
、「
さ

く
ら
名
所
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

高
遠
の
桜
は
、
タ
カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ 高遠桜

高遠夜桜

分杭峠

高遠そば


